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要  約 

 

「耐熱性α－アミラーゼ産生トウモロコシ 3272 系統」の飼料の安全性について、申

請者提出の資料を用いて食品健康影響評価を行った。 

 

耐熱性α－アミラーゼ産生トウモロコシ 3272 系統は、古細菌 Thermococcales 目の

好熱菌のα－アミラーゼ遺伝子に由来する改変α－アミラーゼ遺伝子及び Escherichia 
coli K-12 株に由来するマンノースリン酸イソメラーゼ遺伝子を導入して作製されて

いる。本品種は、種子中で耐熱性α－アミラーゼを発現することから、従来のトウモ

ロコシ穀粒に混合して用いることで、従来のトウモロコシ穀粒のみを原料としたエタ

ノール製造において必要とされる耐熱性α－アミラーゼ等の添加を不要にできるとさ

れている。なお、トウモロコシ穀粒を用いたエタノール製造の際に発生するエタノー

ル蒸留工程後の残渣が飼料として利用される。 
 
耐熱性α－アミラーゼ産生トウモロコシ 3272 系統では、新たな有害物質が生成され、

これが肉、乳、卵等の畜産物中に移行することは考えられず、また、畜産物中で有害

物質に変換・蓄積される可能性や遺伝子組換えに起因する成分が家畜の代謝系に作用

し、新たな有害物質が生成されることは考えられなかった。 
 

 「遺伝子組換え飼料及び飼料添加物の安全性評価の考え方」（平成 16 年 5 月 6 日

食品安全委員会決定）に基づき評価した結果、改めて食品健康影響評価は必要なく、

当該飼料を家畜が摂取することに係る畜産物の安全上の問題はないものと判断した。 
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Ⅰ．評価対象飼料の概要 

名 称：耐熱性α－アミラーゼ産生トウモロコシ 3272 系統 
性 質：耐熱性α－アミラーゼ産生性 
申請者：シンジェンタシード株式会社 
開発者：Syngenta Seeds,Inc.（米国） 

 
  「耐熱性α－アミラーゼ産生トウモロコシ 3272 系統」（以下「トウモロコシ 3272」
という。）は、古細菌 Thermococcales 目の好熱菌のα－アミラーゼ遺伝子に由来す

る改変α－アミラーゼ遺伝子（amy797E 遺伝子）を導入して作製されている。トウ

モロコシ 3272 は、種子中で耐熱性α－アミラーゼ（AMY797Eα－アミラーゼ）を

発現することから、トウモロコシ種子を利用したエタノールの製造を主目的として

開発された品種である。なお、トウモロコシ 3272 には、選択マーカーとして

Escherichia coli K-12 株に由来するマンノースリン酸イソメラーゼ遺伝子（pmi 遺
伝子）が導入されている。 

  一般に、トウモロコシを利用したエタノール製造の際に発生するエタノール蒸留

工程後の残渣（DDGS）は、タンパク質、繊維及び脂肪分に富むため、飼料として

使用されており、トウモロコシ 3272 の DDGS についても、従来のトウモロコシと

同様に飼料として使用される可能性がある。なお、従来のトウモロコシを利用した

エタノール製造においても、耐熱性α－アミラーゼ等を添加することから、その際

の使用方法は、従来のトウモロコシと相違はない。 
  トウモロコシ 3272 と従来のトウモロコシとの相違は、トウモロコシ 3272 が

AMY797Eα－アミラーゼ及びマンノースリン酸イソメラーゼタンパク質（PMI タ

ンパク質）を発現している点である。 
 
Ⅱ．食品健康影響評価 

 １．トウモロコシ 3272 は、平成 22 年 4 月 1 日付け府食第 267 号で、食品安全委

員会において、「遺伝子組換え食品（種子植物)の安全性評価基準」（平成 16 年

1 月 29 日食品安全委員会決定）に基づき、食品としての安全性評価は終了してお

り、ヒトの健康を損なうおそれがないと判断されている。このため、AMY797Eα
－アミラーゼ及び PMI タンパク質の安全性は既に評価されている。 

 ２．従来のトウモロコシを利用したエタノール製造においては、耐熱性α－アミラ

ーゼが添加されることが多く、家畜は DDGS を通じて耐熱性α－アミラーゼを摂

取していると考えられる。また、α－アミラーゼは、多くの植物や動物を含め、

自然界の生物に幅広く存在が認められる酵素であり、家畜は飼料を通じて多くの

微生物及び動物由来の多様なα－アミラーゼを摂取している。 
また、PMI タンパク質はダイズを含む複数のマメ科植物等の植物種で存在が知

られていることから、家畜は飼料を通じて PMI タンパク質を摂取していると考

えられる。  
     
  上記１及び２を考慮したところ、トウモロコシ 3272 に新たな有害物質が生成さ
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れ、これが肉、乳、卵等の畜産物中に移行することは考えられず、また、畜産物中

で有害物質に変換・蓄積される可能性や遺伝子組換えに起因する成分が家畜の代謝

系に作用し、新たな有害物質が生成されることは考えられない。 
 

以上のことから、「耐熱性α－アミラーゼ産生トウモロコシ 3272 系統」について

は、「遺伝子組換え飼料及び飼料添加物の安全性評価の考え方」（平成 16 年 5 月 6
日食品安全委員会決定）に基づき評価した結果、改めて食品健康影響評価は必要な

く、当該飼料を家畜が摂取することに係る畜産物の安全上の問題はないものと判断

した。 
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